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5大がん地域連携パスについてSPEC IAL
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　当院は厚生労働省から地域がん診療連携拠点病院の
指定を受けており、札幌医療圏の中核病院として質の
高いがん治療を提供することを目指しています。近
年、患者高齢化に伴いがん患者数も増加傾向にありま
すが、地域全体としてがん医療の質の向上・均てん化
を図るため、がん対策基本法に基づくがん対策推進基
本計画及びがん診療連携拠点病院の指定要件として
「５大がん（肺がん、胃がん、肝がん、大腸がん、乳
がん）について地域連携クリティカルパル（連携パ
ス）の整備」が求められています。今回はこのがん連
携パスについてご紹介しようと思います。
　がん連携パスとは、手術などの治療を行った病院
（がん診療連携拠点病院）と地域の一般医療機関（か
かりつけ医）とが協力して情報交換を行い患者さんの
視点に立った質の高い医療を提供する体制を構築する
ために用いるツールで、「共同診療計画表（私のカル
テ）」を用いて診療を進めていきます。これは専門的
な医療と総合的な医療をバランスよく提供し地域密着
型の共同診療体制を構築することを目的に作成されま
した。

　具体的には、まず拠点病院で手術などの治療が実施
された後、このパスの趣旨について患者さんの同意が
得られれば、連携可能な地域の一般医療機関との間で
の連携が始まります。５大がんのそれぞれで若干内容

は異なりますが、主に日々の診療と薬の処方はかかり
つけ医で行い、節目の診療や検査を拠点病院で行うこ
ととなります。患者さんには「私のカルテ」をお渡し
し、双方の病院がこの「私のカルテ」を介して情報交
換をすることとなります。この中には「共同診療に必
要な情報」「今後の診療予定表」「過去の診療記録」
「病気に関する説明」を記載することができるように
なっています。それぞれの医療機関が「私のカルテ」
の中にあるスケジュールに従って定期的に診察・投
薬・検査を代わる代わる行い、患者さんとともに診療
情報をやりとりすることとなります。現在、道内20
のがん診療連携拠点病院を中心とする北海道がん診療
連携協議会に地域連携クリティカルパス部会を設置
し、まず５大がんに関する道内共通のパスを作成し、
今年度の運用に向けて動き出しているところです。

図１ がん対策推進基本計画  
がん対策推進基本計画  

全ての患者・家族の安心

が ん 研 究

重点的に取り組むべき事項

がんによる死亡者の減少
（20％減）

がんの
早期発見

医療機関の整備等

放射線療法・化学療法の推進、
これらを専門的に行う医師等の育成

治療の初期段階からの
緩和ケアの実施

がん登録の推進

すべての拠点病院で
「放射線療法・外来化学療法」

を実施

すべてのがん診療に携わる医師に
緩和ケアの基本的な研修を実施

全てのがん患者・家族の
苦痛の軽減・療養生活の質の向上

がんの
予　防

院内がん登録を行う医療機関数の増加

受診率
50％

すべての
２次医療
圏に相談
支援セン
ターを設
置し、研
修を修了
した相談
員を配置

がん医療に
関する相談
支援・情報

提供

原則、すべての２次医療圏の拠点病院を設置し、
５大がんの地域連携クリティカルパスを整備

未成年者
の喫煙率
０％



5

　このパスを利用することにより、患者さんにとって
は長い待ち時間や通院時間の短縮などの負担軽減だけ
でなく、ご自身の治療内容や今後の見通しなどを把握
するのにも役立ち、さらにはかかりつけ医と拠点病院
医師の2人を主治医としてもつことで、よりきめ細か
な診療をうけることができ、治療に対する不安を軽減
できるといった利点も挙げられます。医療機関側にも
メリットがあり、例えばスムーズに医療機関の間で患
者情報を共有できることや医師不足に伴う諸問題の改
善（医師の過重労働の軽減、外来混雑状況の緩和、医
師偏在による医療不均衡の解消、がん治療専門医不足
地域での治療継続）につながる可能性も期待されてい
ます。2010年4月の診療報酬改定においては、このが
ん連携パスを用いて診療する保険医療機関それぞれに
所定点数を算定できることとなり、国としてもこのシ
ステムを普及させていこうとしています。

　これまでの拠点病院とかかりつけ医の関係は「患者
の紹介」あるいは「逆紹介」という一方通行のものに
なりがちでしたが、このシステムを用いることでこれ
まで以上に地域のかかりつけ医と拠点病院間の役割分
担・協力体制が強化され、その結果としてがん治療だ
けではなく地域全体として医療レベルの向上が図れる
ことも期待されています。ただし、このシステムはま
だまだ発展途上のものであり当院も含めた道内の各が
ん診療連携拠点病院がそれぞれ知恵を出し合い、より
よりシステム構築のために取り組んでいるところで
す。是非皆様のご理解とご協力をいただきつつ、こう
した取り組みを進めていきたいと考えておりますので
よろしくお願いいたします。
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運用予定のパスの種類

１）肝 が ん：入院治療後外来フォローパス

２）胃 が ん：術後フォローパス、術後補助化学療法パス

３）大腸がん：術後フォローパス

４）肺 が ん：術後ＵＦＴ内服パス

５）乳腺がん：術後フォローパス、術後補助化学療法パス
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